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中小水力発電の評価と今後の方向性

１ 競争力ある電源としての評価

２ 地域活用電源としての方向性

３ 今後１０ヵ年の開発計画

４ 中小水力発電の開発促進に向けて

【参考】 FIT制度以降の開発実績（７ヵ年）
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１ 競争力ある電源としての評価(発電原価の算出)
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中小水力発電の20年間・40年間の発電原価を各ＦＩＴ価格帯の資本費及び運転維
持費の条件で試算。
これを卸電力取引市場の平成30年度スポット取引価格の平均値（9.76円/kWh）と

比較し、市場競争力を評価。

市場価格 9.76円/kWh

出力帯別発電原価
（20年・40年、新設区分、設備利用率45％）

発電原価
円/kWh

出力 kW

34円 FIT単価27円 FIT単価20円
29円

注1）出力区分別の新設および新設相当のkWあたり初期費用，維持管理費（2018年度価格調停委員会資料）を用いて、
出力を各区分の中間値として推計。

注2）維持管理費は運開直後の実績で、オーバーホール等の経費を含んでいない可能性がある。
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１ 競争力ある電源としての評価(市場競争力の評価)

◯出力帯別発電原価（20年・40年）の算出結果
から発電原価は、平成30年度のスポット取引価
格平均値（9.76円/kWh）を上回っている。
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◯出力10,000kW程度以上については、支援制度（初期投資費用を

低減する補助制度、FIP等）の導入により、将来的に競争力のある電
源になり得ると考えられる

◯一方、出力10,000kW以下については、競争力のある電源として

の可能性が低いと考えられる。



地域の経済循環／

地域主体型事業

再エネ特措法
第一条（目的） この法律は、（中略）、電気についてエ
ネルギー源としての再生可能エネルギー源の利用を促
進し、もって我が国の国際競争力の強化及び我が国産
業の振興、地域の活性化その他国民経済の健全な発
展に寄与することを目的とする。

再エネ特措法改正時(平成28年5月）の付帯決議

八 （前略）分散型エネルギーの導入促進や地域活性
化への貢献の観点から、（中略）自治体による分散型エ
ネルギーシステムの構築に向けた取組の支援を抜本
的に強化すること。

新エネ小委員会における議論整理（平成27年8月24日）

（２）地域との共生
○地域活性化の観点からは、地域が主体的に導入を
促進している電源については、優先接続等、地域の
求める電源の促進を図る仕組みの導入が必要

○地域活性化の観点からは、①地域の・・・効果的な連
携，②地域の・・未利用資源の・・・活用，③・・・収益
の地域還元が重要

コミュニティパワー３原則
・地域のオーナーシップ
・地域の意思決定
・地域への便益分配

地域活用電源の要件（例）

地産地消／自家消費
需給一体型／緊急時電源

・地産地消
【例】地域主体型小売電気事業者によ

る地元需要家への一定量の供給等

・レジリエンスな開発（需給一体型／
災害時電源等）
【例】緊急時の電源（EV充電，BAT充

電など）／防災拠点への給電等

4２ 地域活用電源としての方向性

地域活用電源としての
新たな区分の検討が必要

5
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 地域の中小企業等へ割安な電気を供給し、地域経済･産業の
活性化に貢献

 Ｃ０2フリーの電力供給による地産地消･環境保全への貢献
・Ｇ20関係閣僚会合（2019年6月）の会場に水力発電所で生み出した電力

を供給（長野県）
・ＣＯ2排出量の削減に関心のある地域企業へのＣＯ2フリーの環境付加価値

を含んだ電気料金メニューの提供（栃木県、山梨県）

 地域資源を持続可能な形で最大限活用し、経済･社会活動を向上
・地域新電力会社への電力供給による地域還元（神奈川県、山形県）

 地域におけるレジリエンス向上への貢献
・送電線系統事故時に非常用電源として活用（北海道）

[参考] 水力発電所で発電された電力の地域活用事例

発電事業者
【水力発電所】 小売電気事業者

地元中小企業

割安で電気を提供

・電力受給契約
・地元中小企業への供給協定

【スキーム図】

写真
岩洞第一発電所

・「いわて復興パワー」… 岩手県
・「あきたＥネ！」 … 秋田県
・「やまがた希望創造パワー」

… 山形県
・「やまなしパワーPlus」

… 山梨県



３．今後10か年の開発計画(2019～2028年度)
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制度区分 出力区分 箇所数
発電出力

（ｋＷ）
発電電力量

（ＭＷｈ）
うち増電力量

（ＭＷｈ）

新 設

２００kW未満 ４５ ５,６１０ ３５,０１７ ３５,０１７

２００kW以上～１,０００kW未満 ２５ １４,２１９ ８５,３５３ ８５,３５３

１,０００kW以上～５,０００kW未満 ９ １５,５００ ７０,０３５ ７０,０３５

５,０００kW以上～３０,０００kW未満 ５ ６６,７２６ ２６０,０２５ ２６０,０２５

計 ８４ １０２,０５５ ４５０,４３０ ４５０,４３０

導水路活用型リプレース

２００kW未満 ０ ０ ０ ０

２００kW以上～１,０００kW未満 ４ １,９００ １１,０６６ ４３９

１,０００kW以上～５,０００kW未満 ４ １１,６００ ５６,８０４ ２,２７１

５,０００kW以上～３０,０００kW未満 １５ ２０７,８９０ ８５１,５３１ ３５,６１３

計 ２３ ２２１,３９０ ９１９,４０１ ３８,３２３

新設相当リプレース

２００kW未満 ０ ０ ０ ０

２００kW以上～１,０００kW未満 ２ ５４０ ２,８２５ １０９

１,０００kW以上～５,０００kW未満 １０ ２９,４０６ １７３,０１１ １２,８４０

５,０００kW以上～３０,０００kW未満 ２１ ２８７,９４８ １,２７３,２５４ ６６,０６５

計 ３３ ３１７,８９４ １,４４９,０９０ ７９,０１４

合 計 １４０ ６４１,３３９ ２,８１８,９２１ ５６７,７６７

注：リプレースの発電出力（kW）は系統連系制約を考慮し，既存の発電出力（kW）を計上する。
※系統連系制約がない場合，平均３～５％の増出力（kW）が可能。

注：リプレースの増電力量（kWh）は，現時点で把握できているもの以外は，４団体の実績値から４％の効率向上
と仮定して計上する。

注：新設の数値は，系統連系接続が可能となった場合の推定値として計上する。
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４ 中小水力発電の開発促進に向けて

1 現行FIT制度の経過措置適用について
・水力はリードタイムの長い電源であり、計画からFIT申請までに一定の時間を

要する。
・既存発電所については、老朽化の進展により、廃止も懸念されている。
・このため、貴重な水力エネルギーの存続に向けて、現在のFIT制度において、

新設・リプレースともに経過措置をエネルギーミックスの目標達成年度である
2030年度まで適用していただきたい。

２ 地域活用電源について
・地域資源を活用する水力発電において、

(1)地域（都道府県、市町村等）の経済・産業の活性化
(2)地域主体による事業化と地元需要家への給電
(3)地域におけるレジリエンス向上

等に貢献する電源については、地域が事業主体となり、地産地消を可能とする
新たな制度設計、現行FIT制度に一定条件を加した新たな区分の検討が考えら
れる。

３ 今後の中小水力発電への支援について
・支援することにより、競争力を持つ可能性がある電源については、

（１）FIP制度などの新たな支援制度
（２）初期投資の負担軽減のための新たな補助制度

等による支援（新設並びにリプレース）を検討していただきたい。
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 これまでの開発実績（FIT認定制度以降）

[参考] FIT制度以降の開発実績（2011年～2018年)

制度区分 出力区分 箇所数
発電出力

（ｋＷ）
発電電力量

（ＭＷｈ）
うち増電力量

（ＭＷｈ）

新 設

２００kW未満 ４０ ４，９８５ ３４，０９６ ３４，０９６

２００kW以上～１,０００kW未満 １６ １１，０３１ ６０，２４４ ６０，２４４

１,０００kW以上～５,０００kW未満 ４ ７，０６９ ３６，４５５ ３６，４５５

５,０００kW以上～３０,０００kW未満 １ １１，７００ ４２，０００ ４２，０００

計 ６１ ３４，７８５ １７２，７９５ １７２，７９５

導水路活用型リプレース

２００kW未満 ０ ０ ０ ０

２００kW以上～１,０００kW未満 １３ ９，０２７ ５２，７９０ ３，８８７

１,０００kW以上～５,０００kW未満 １２ ３０，６３０ １１８，６２５ ７，５２３

５,０００kW以上～３０,０００kW未満 １６ １９９，４１５ ８１８，２９０ ５６，９１７

計 ４１ ２３９，０７２ ９８９，７０５ ６８，３２７

新設相当リプレース

２００kW未満 １ １１０ ８３８ ３３

２００kW以上～１,０００kW未満 ５ ３，４２２ ２５，７５５ １，２０９

１,０００kW以上～５,０００kW未満 １７ ４２，５１６ ２６７，５５８ ３０，３１０

５,０００kW以上～３０,０００kW未満 １５ １７４，５９９ ８３６，１７５ ５０，７３０

計 ３８ ２２０，６４７ １，１３０，３２６ ８２，２８２

合 計 １４０ ４９４，５０４ ２，２９２，８２６ ３２３，４０４
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